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平成20年11月25日（火曜日）

午後５時３分開会

会議に付託された議案等

○議案第10号 平成19年度決算の認定について

本日の協議事項

（１）委員長互選

（２）副委員長互選

（３）日程の決定

（４）分科会の設置

（５）主査、副主査の選任

（６）審査日程及び審査方針について

出席委員（42名）

委 員 長 星 原 透

副 委 員 長 外 山 衛

委 員 武 井 俊 輔

委 員 西 村 賢

委 員 川 添 博
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委 員 髙 橋 透

委 員 太 田 清 海

委 員 外 山 良 治

委 員 図 師 博 規

委 員 松 田 勝 則

委 員 中 野  明

委 員 横 田 照 夫

委 員 十 屋 幸 平

委 員 押 川 修一郎

委 員 宮 原 義 久

委 員 田 口 雄 二

委 員 河 野 哲 也

委 員 新 見 昌 安

委 員 満 行 潤 一

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 井 本 英 雄

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 野 辺 修 光

委 員 萩 原 耕 三

委 員 黒 木 覚 市

委 員 中 野 一 則

委 員 井 上 紀代子

委 員 権 藤 梅 義

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 水 間 篤 典

委 員 中 村 幸 一

委 員 蓬 原 正 三

委 員 米 良 政 美

委 員 坂 元 裕 一

委 員 外 山 三 博

委 員 福 田 作 弥

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

事 務 局 長 石野田 幸 蔵

事 務 局 次 長 弓 削 孝 幸

総 務 課 長 田 原 新 一

議 事 課 長 富 永 博 章

政 策 調 査 課 長 桑 山 秀 彦

議 事 課 長 補 佐 孫 田 英 美

議事課常任委員会
壱 岐 哲 也

担 当 主 幹
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◎ 開 会

○外山三博座長 ただいまから普通会計決算特

別委員会を開会いたします。

◎ 委員長互選

○外山三博座長 委員会条例第８条の規定によ

り、委員長の互選を行いたいと存じます。

本件につきましては、指名推選により行いた

いと思いますが、御異議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 御異議ありませんので、そのよ

うに決定をいたしました。

それでは、私から指名したいと思いますが、御

異議はありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 御異議ありませんので、星原透

委員を委員長に指名をいたします。

お諮りいたします。

ただいま指名のとおり決することに御異議はあ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○外山三博座長 大変ありがとうございました。

御異議ありませんので、星原透委員が委員長に

選任されました。御承諾をお願いします。（拍

手）

大変簡単でありましたが、以上で座長の役は終

わりました。御協力ありがとうございました。

（拍手）

◎ 副委員長互選

○星原委員長 ただいま私が委員長に選任されま

したが、委員各位の御協力を得まして、その任を

果たしたいと考えておりますので、よろしくお願

いいたします。

それでは、ただいまから、委員会条例第８条の

規定により、副委員長の互選を行います。

互選の方法は指名推選により行いたいと思いま

すが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定いたしました。

それでは、私から指名したいと思いますが、御

異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、外山衛委

員を副委員長に指名いたします。

それでは、お諮りいたします。

ただいまの指名のとおり決することに御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、外山衛委

員が副委員長に選任されました。御承諾をお願い

します。（拍手）

◎ 日程の決定

○星原委員長 本日の日程は、お手元に配付の

次第のとおり進めたいと思いますが、御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定いたします。

◎ 分科会の設置

○星原委員長 次に、決算審査を円滑かつ能率的

に行うため、本特別委員会に、委員会条例第24条

の規定に基づき、分科会を常任委員会単位で設置

したいと思いますが、御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよう
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に決定いたします。

◎ 主査、副主査の選任

○星原委員長 次に、各分科会の主査及び副主

査の選任についてお諮りいたします。

各分科会の主査及び副主査については、各常

任委員会の委員長及び副委員長をもって選任す

ることに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定いたしました。

御承諾をお願いします。

◎ 審査日程及び審査方針について

○星原委員長 次に、審査日程及び審査方針につ

いてであります。

まず、審査日程については、資料１に案をお示

ししているところであります。

次に、審査方針についてでありますが、資料２

をごらんください。「平成19年度普通会計決算審

査方針（案）」としてまとめております。

まず１の「基本方針」でありますが、「予算執

行が議決の趣旨及び目的に沿い適正、効率的にな

され、かつ、所期の事業目的が達成されたかどう

かについて審査する」。

次に、２で（１）から（７）まで「重点審査事

項」を挙げております。

このことについて、御意見等はありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

御意見等もないようですので、資料１、２の

とおり審査することに御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよ

うに取り運ぶことといたします。

最後に、その他でありますが、何かございま

せんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 ほかになければ、以上で本日の

委員会を終了いたします。

次の日程は、明日26日からの分科会でありま

す。

また、次の委員会は12月２日午後１時開会、

各分科会主査の審査結果報告から採決までであ

ります。

なお、この後、本会議終了後、主査会を開き

ますので、各分科会主査の方は議会運営委員会

室に御参集お願いします。

本日はこれにて散会いたします。御苦労さんで

した。

午後５時９分散会
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平成20年12月２日（火曜日）

午後１時１分再開

本日の協議事項

（１）日程の決定

（２）分科会主査報告

（３）採決

出席委員（42名）

委 員 長 星 原 透

副 委 員 長 外 山 衛

委 員 武 井 俊 輔

委 員 西 村 賢

委 員 川 添 博

委 員 河 野 安 幸

委 員 山 下 博 三

委 員 黒 木 正 一

委 員 松 村 悟 郎

委 員 前屋敷 恵 美

委 員 髙 橋 透

委 員 太 田 清 海

委 員 外 山 良 治

委 員 図 師 博 規

委 員 松 田 勝 則

委 員 中 野  明

委 員 横 田 照 夫

委 員 十 屋 幸 平

委 員 押 川 修一郎

委 員 宮 原 義 久

委 員 田 口 雄 二

委 員 河 野 哲 也

委 員 新 見 昌 安

委 員 満 行 潤 一

委 員 徳 重 忠 夫

委 員 井 本 英 雄

委 員 丸 山 裕次郎

委 員 野 辺 修 光

委 員 萩 原 耕 三

委 員 黒 木 覚 市

委 員 中 野 一 則

委 員 井 上 紀代子

委 員 権 藤 梅 義

委 員 鳥 飼 謙 二

委 員 緒 嶋 雅 晃

委 員 水 間 篤 典

委 員 中 村 幸 一

委 員 蓬 原 正 三

委 員 米 良 政 美

委 員 坂 元 裕 一

委 員 外 山 三 博

委 員 福 田 作 弥

欠席委員（なし）

委員外議員（なし）

事務局職員出席者

事 務 局 長 石野田 幸 蔵

事 務 局 次 長 弓 削 孝 幸

総 務 課 長 田 原 新 一

議 事 課 長 富 永 博 章

政 策 調 査 課 長 桑 山 秀 彦

議 事 課 長 補 佐 孫 田 英 美

議事課常任委員会
壱 岐 哲 也

担 当 主 幹

◎ 日程の決定

○星原委員長 それでは、ただいまから普通会

計決算特別委員会を再開いたします。

各委員におかれましては、連日の御審査まこ

とに御苦労さまでした。
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○星原委員長 本日の日程は、お手元に配付の

次第のとおり進めたいと思いますが、御異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議ありませんので、そのよう

に決定します。

◎ 分科会主査報告

○星原委員長 それでは、分科会主査報告につい

て、各主査に順次、審査結果の報告をお願いいた

します。

まず、総務政策分科会、外山衛主査から報告を

お願いします。

○外山衛主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成19年度一般会計及び特別

会計の決算認定につきましては、慎重に審査い

たしました結果、賛成多数でこれを認定すべき

ものと決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘または要望のありま

した主な点について申し上げます。

まず、決算の概要についてであります。

平成19年度の一般会計の決算規模は、歳入が

5,564億2,600万円余、歳出が5,517億6,700万円

余で、前年度決算額と比べ、それぞれ歳入が

7.3％、歳出が7.2％の減となっております。

この結果、歳入から歳出を差し引いた形式収

支は、46億5,800万円余であり、このうち翌年

度に繰り越すべき財源を除いた実質収支は24億

8,300万円余の黒字となっております。

本県の財政は、県税等の自主財源比率が低い

など、構造的な課題を抱えており、経常収支比

率の悪化等、引き続き厳しい状況にありますが、

当局におかれては、財政の健全性に留意しなが

ら、社会資本整備の遅れた本県の現状を直視し、

疲弊する地域経済への対策についても十分に配

慮していただくよう要望いたします。

次に、新みやざき創造戦略評価委員会のあり

方についてであります。

この評価委員会は、新みやざき創造戦略の成

果と進捗状況について評価を行うとともに、課

題と今後の方向性について意見を取りまとめる

ことを目的として設置されたものであります。

このことについて委員より、「本県の重点施

策の評価という重要な内容であるにもかかわら

ず、短時間で審査が行われ、しかも当局の自己

評価に対して評価を行う方式であることから、

評価機能が不十分と言わざるを得ない。今後、

同様の評価を行う場合は、十分な審査時間を設

け、しっかりとした評価を行ってほしい」との

要望がありました。

次に、県税の収入未済額の縮減についてであ

ります。

平成19年度の県税の収入未済額は、24億

6,000万円余であり、税源移譲に伴う個人県民

税の未済額の増加など、依然として多額の未済

額が発生しております。

このことについて当局より、「個人県民税に

ついては、徴収対策会議や徴収実務研修に加え、

平成19年度より新たに税務職員の併任人事交流

制度を創設し、県税職員と市町村職員の派遣交

流により、市町村と一体となった徴収対策を実

施している」との答弁がありました。

当局におかれては、現在の取り組みを推進す

るとともに、市町村と共同で徴収方法を研究す

るなど、個人県民税を中心とした収入未済額の

縮減に、今後一層取り組むことを要望するもの

であります。

最後に、自主防災組織についてであります。

自主防災組織の組織率を高める取り組みにつ

いて当局より、「公民館長などを対象とした自
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主防災組織リーダー研修会を実施するとともに、

防災士資格の取得支援にも力を入れているとこ

ろである。併せて各市町村を訪問し、組織率を

向上させる積極的な取り組みについてもお願い

している」との答弁がありました。これに対し

て委員より、「地域コミュニティの崩壊が叫ば

れる中で、自主防災組織は、防災目的にとどま

らず、地域の連携を強め、活力を与える原動力

にもなり得る。組織率向上の取り組みを今後一

層推進してほしい」との要望がありました。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で当分科会の報告を終わります。

○星原委員長 次は、厚生分科会、権藤主査の

報告をお願いします。

○権藤主査 御報告いたします。

当分科会の平成19年度一般会計及び特別会計

の決算認定につきましては、慎重に審査をいた

しました結果、賛成多数によりこれを認定すべ

きものと決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘又は要望のありまし

た主な点につきまして申し上げます。

まず、妊婦健診についてであります。

少子化が急速に進む中、誰もが安心して子ど

もを生み、健やかに育てられる環境づくりは、

施策の目指すべき重要な基本方向の一つであり

ます。

昨今、マスコミ等でも報じられる妊婦健診の

未受診による飛び込み出産はご本人にとって危

険性の高いものであります。一方、妊婦健診に

つきましては、市町村により、公費負担となる

健診回数や検査項目にばらつきがある中、必ず

しも妊婦への周知が徹底されていない実態があ

ります。市町村へ妊娠の届け出をすることによ

り、一定回数の受診券が交付されること等につ

いて制度周知を徹底し、女性が安心して受診し、

出産にのぞめるような体制づくりに、市町村と

しっかり連携しながら十分な配慮をしていただ

くことを要望いたします。

次に、母子寡婦福祉資金についてであります。

これは、母子及び寡婦福祉法に基づき、県が

母子家庭、寡婦等に対して行う修学資金、生活

資金等の貸付事業であります。このことについ

て委員より、長期に償還金を滞納しているケー

スについて質疑があり、当局より、「修学資金

としての借入が多いが、昨今の経済情勢もあり、

返還が滞っているケースがある。母子自立支援

員を中心に、関係機関と連携しながら、貸し付

け時に、本人はじめ連帯保証人との面接を行う

等、滞納の未然防止に努めるとともに、滞納者

の生活実態等の把握を的確に行い、償還意識の

涵養を図りながら、夜間指導等を含めた地道な

取り組みにより、自立支援に向けた働きかけを

行っている」との答弁がありました。当分科会

といたしましては、より一層の償還促進の努力

を行っていただくとともに、厳しい経済環境の

もとで、貸付金の効果的な活用についても積極

的な取り組みを行っていただくことを要望いた

します。

次に、救急医療体制の整備充実についてであ

ります。

県立宮崎病院・延岡病院におけるヘリポート

建設の可能性を調査した「救命救急センターヘ

リポート調査」について、委員より、「ドクタ

ーヘリの導入には、救急医の確保等、長期的な

視点での体制整備が必要であるが、患者の命を

救うため、一刻を争う救急医療現場のニーズに

対応すべく、一歩ずつでも努力することが必要

ではないか」との質疑があり、当局より「救急

医療体制を整備する上で、ドクターヘリは有用



- 7 -

な手段である。ドクターヘリの導入には様々な

課題があるが、今後とも検討していきたい」と

の答弁がありました。

次に、健康づくりの施策推進についてであり

ます。

当分科会といたしましては、高齢化により今

後、老人医療費等の増加が懸念されることから、

早期発見による医療費の伸びの適正化の観点か

らも、生活習慣の改善に向けて県民意識の啓発

を図るとともに、がん検診や各種健康診査の受

診率向上に、より一層取り組んでいただくよう

要望いたします。

次に、献血事業についてであります。

このことについて当局より、200ミリ献血か

ら400ミリ・成分献血へシフトすることで献血

者数は減少しているが、献血量については、年

間計画により適正在庫を確保しながら医療機関

からのオーダーに適切に対応しているとの説明

がありました。しかし今後、少子高齢化に伴い、

高齢者の輸血需要の増加も予想されますので、

「ヤング献血キャンペーン」等、献血離れが著

しい若年層を中心とした効果的な啓発活動を継

続的に展開していくことを強く要望いたします。

次に、県立看護大学における学部卒業生の県

内就職についてであります。

当大学につきましては、優秀な看護職者の輩

出、研究成果の地域への普及など、本県の医療

水準の向上に一定の成果を上げていますが、今

後とも他の医療従事者養成機関との役割分担を

明確にしながら、県内における地域医療ニーズ

に対応できるような運営や就職ガイダンス等に

よる県内医療機関等への就職に向けた取り組み

をさらに進めていただくよう要望いたします。

次に、「不適正な事務処理」についてであり

ます。

平成19年度の普通会計決算特別委員会の委員

長報告において、執行部に対し、確認が困難で

あった消耗品の適正額の検証や、部局をこえた

肩代わりなどにおける不明額の縮小に向けて、

監査委員や専門調査機関による徹底した調査を

行うことを求めたことを受けて監査委員による

監査が実施され監査報告書が提出されました。

この報告書では、南那珂農林振興局から県立

日南病院への肩代わりについては、確認できな

い部分がありましたので、監査事務局に対し、

監査の実施方法等、特に消耗品の確認作業につ

いて説明を求めました。その中で、業者の会計

帳簿から、品名・日付・金額等を確認したとの

答弁がありました。

最後に、「主要施策の成果に関する報告書」

についてであります。

今回の報告書から、政策評価の結果を４段階

で記載する「施策の推進状況」がなくなりまし

た。

これは、従来の分野別施策ごとの評価から、

知事マニフェストを基に政策課題ごとにまとめ

た56項目の重点施策に政策評価の対象が変更さ

れたことに伴い行われたものです。

決算審査における政策評価は、事業の成果等

をチェックする重要な項目であります。当局が

政策を継続的に評価し、それを議会がチェック

するためにも報告書の作成や説明方法について

検討することを要望いたします。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で、当分科会の報告を終わります。

○星原委員長 次は、商工建設分科会、十屋主

査の報告をお願いします。

○十屋主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成19年度一般会計及び特別
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会計の決算認定につきましては、昨年５月に明

らかとなった「不適正な事務処理」に該当する

事案が含まれることから、慎重かつ厳正な審査

を行いました。

その結果、当局より県土整備部所管の平成

19年度決算において、昨年６月の不適正な事務

処理に関する全庁調査の開始以前に、青焼き機

のリース代、気圧高度計の備品購入の２件、合

計51,303円の「書き換え」があったとの説明が

ありました。

当局より、「２件とも公務に使用されたもの

であり、平成19年度中に科目更正を行い、決算

上は整理されている」との説明がありましたが、

当分科会としましては、たとえ整合性のとれた

決算となっているとしても、平成18年度決算不

認定の原因となった不適正な事務処理と同様の

行為が含まれている事実の重みを考えれば、金

額の多少は関係ないものであり、本案を認定す

ることに賛成はなく、認定すべきでないものと

決定いたしました。

以上で、当分科会の報告を終わります。

○星原委員長 次は、環境農林水産分科会、宮

原主査の報告をお願いいたします。

○宮原主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成19年度一般会計及び特別

会計の決算認定につきましては、慎重に審査を

いたしました結果、賛成多数でこれを認定すべ

きものと決定いたしました。

なお、認定すべきものとした結果について一

部の委員より、不適正な事務処理に関して「書

換えで取得したものについて科目更正を行って

いるが、科目更正の本来の趣旨になじまないの

ではないか。また、平成19年度に公金が民間に

預けで残っていたことは問題である」との意見

がありました。

以下、審査の過程で指摘又は要望のありまし

た主な点について申し上げます。

まず、林業の振興についてであります。

このことについて、委員より「木材は、末端

価格から逆算して林家への価格が決まるなど、

自助努力では打開できない状況である。平成

19年度の決算を踏まえ、何に予算を投じれば効

果があると考えるか」との質疑があり、当局よ

り「生産から流通、加工などのコストを下げる

ことにより、森林所有者に還元していく必要が

ある。そのため、平成19年度から大型製材工場

の整備や素材生産、流通、加工コスト削減など

の新生産システムに取り組んでいる」との答弁

がありました。

また、別の委員より「林家が豊かにならなけ

れば、再造林への意欲向上や後継者育成につな

がらないことから、林家所得の推移などを把握

するとともに、事業の成果が最終的には林家所

得の還元につながるよう努めていただきたい」

との要望がありました。

次に、国営かんがい排水事業都城盆地地区関

連の県営事業についてであります。

このことについて委員より「国営事業に比べ

関連する県営事業が遅れている理由は何か」と

の質疑があり、当局より「国営事業が完了しな

いと末端部分へ水がこないことから、事業実施

の機運が高まりにくい状況がある。一方、新規

の事業地区は近年増えており、厳しい財政状況

ではあるが、予算の重点配分等を通じ、事業の

推進に最大限努めていきたい」との答弁があり

ました。

さらに委員より「かんがい事業の本来の目的

を果たすことができるよう、県営事業の進捗率

向上に努めていただきたい」との要望がありま

した。
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最後に、不適正な事務処理についてでありま

す。

当分科会所管では、農政水産部において、昨

年の全庁調査で判明した不適正な事務処理のう

ち、平成19年度決算に係るものとして、スチー

ル棚、パソコンソフト、ウエットスーツの計３

件の備品購入、合計158,580円の「書き換え」

があり、当局からは「公務に使用したものであ

り、平成19年度中に科目更正を済ませ、決算上

は整理されている」との説明がありました。

このことについて委員より「これは裏金が発

覚した後に購入したものではないのか。部とし

て周知徹底していなかったのか」との質疑があ

り、当局より「昨年５月17日に不適正な事務処

理が公表され、同日、庁内調査委員会が設置さ

れた。部としてはこの時点で不適正な事務処理

の実態を把握し、翌日周知を図った。購入した

備品については、それ以前に発注されたもので

あり、納品が５月17日となったものである」と

の説明がありました。

当分科会といたしましては、不適正な事務処

理が公表される前である平成19年度当初におけ

る部内のチェック体制が不十分であったことに

ついては猛省を促すところであり、また、再発

防止のための新たな物品調達システムが最大限

の効果を発揮するよう、今後も十分な検証を行

うよう要望いたします。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で、当分科会の報告を終わります。

○星原委員長 どうもありがとうございました。

次は、文教警察企業分科会、押川主査の報告

をお願いします。

○押川主査 御報告いたします。

当分科会所管の平成19年度一般会計及び特別

会計の決算認定につきましては、慎重に審査を

いたしました結果、全会一致でこれを認定すべ

きものと決定いたしました。

以下、審査の過程で指摘又は要望のありまし

た主な点について申し上げます。

まず、「万引き防止モデル店の指定」につい

てであります。

当局より「モデル店が先導役となり、県内全

体で万引き防止に対する機運が醸成されること

を目標として、万引き防止のための設備投資や

意識づくりが図られるよう取り組んでいる」と

の説明がありました。このことについて委員よ

り「万引き等が重大な犯罪にエスカレートして

いくことも考えられる。若年層に対して徹底的

に指導していく必要があるのではないか」との

質疑があり、当局より「万引き等の初発型非行

については、スクールサポーターによる学校・

保護者に対する助言指導や、非行防止教室を開

催するなど、少年の健全育成に努めている」と

の答弁がありました。このことについて委員よ

り「今後とも、教育委員会等とも連携しながら、

万引き防止などの非行防止対策を推進していく

よう努めてほしい」との要望がありました。

次に、「女性によるふるさと家庭教育サポー

ト推進事業」についてであります。

委員より「家庭での子供への教育は非常に大

切なことである。この事業の中の親学出前講座

においては、どういう取り組みを行っているの

か」との質疑があり、当局より「全市町村にお

いて、乳幼児健診等で親が集まる機会を利用し、

地域婦人連絡協議会を中心とした女性団体が子

育てに対する基本的な考え方についての講座な

どを行っている」との答弁がありました。この

ことについて委員より「非常によい取り組みで

あるので、今後も、家庭教育に対する支援を拡
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充させてほしい」との要望がありました。

最後に、「全国スポーツ・レクリエーション

祭開催準備事業」についてであります。

委員より「本祭典は、本県の基幹産業である

観光と食を広くＰＲする絶好の機会でもあり、

それに伴う経済効果も大いに期待できる。開催

に向けての準備はどのように行われているの

か」との質疑があり、当局より「観光・農政サ

イドとも連携をとりながら、観光・特産品など

を紹介する特別行事等において、十分にＰＲし

ていくよう準備を進めている」との答弁があり

ました。このことについて委員より「本祭典が

宮崎県の魅力を大いにアピールできる場となる

よう、今後も関係部局と一体となって準備を進

めてほしい」との要望がありました。

当分科会といたしましては、以上の点につい

て要望するものであります。

以上で、当分科会の報告を終わります

○星原委員長 どうも御苦労さんでした。

以上で、各分科会の主査報告は終わりました。

各分科会主査の報告は、総務政策、厚生、環境

農林水産、文教警察企業分科会が「認定」、商

工建設分科会が「不認定」であります。

それでは、各分科会主査の報告について、質

疑をいただいた上で、当委員会として、決算議

案の認定、不認定をお諮りしたいと思います。

それでは、各分科会主査の報告に対する質疑

はありませんか。

○前屋敷委員 いま、それぞれ分科会主査から

報告いただきましたが、ふたつほど聞かせてい

ただきたいと思います。

ひとつは商工建設分科会で、不認定とされた

理由等をお聞きいたしましたが、その結果、指

摘要望事項を全くされておられないんですが、

全体的な審査をされたわけですから、いろいろ

意見もだされたことと思いますが、そういう指

摘要望事項をされてもいいんじゃないかという

点が一つです。

○十屋主査 当分科会で指摘要望事項について

今回不認定でありましたので、指摘要望事項は

ありません。

○前屋敷委員 指摘要望事項があってもしかる

べきかなと思いますが、委員会でみなさんの合

意でそのようにされたといわれるのであれば、

そのようなことかなと思います。

もう１点は、環境農林水産分科会の方で、賛

成多数で認定をされてますが、審査の中で商工

建設分科会でもだされた、いわゆる裏金問題が

審査をされたのですが、それをめぐっての見解

が、日にちの問題とか説明がありましたが、ち

ょっと理解が不十分なんですが、どこで認定の

基準ができたのか、御説明いただければと思い

ます。

○宮原主査 当分科会では４対２ということで

認定ということになったのですが、くわしく説

明は受けたのですが、５月17日に庁内に調査委

員会が設置されていることが当局より説明があ

りました。

３点あるんですが、このうちの最終の日付、

水産試験場なんですが、５月17日、ちょうどそ

の委員会が設置された日までで、日付が終わっ

ている。それ以降はないとの説明を受けたわけ

であります。そういうことを踏まえて各委員の

みなさんがそれぞれ判断をしていただいて認定、

不認定という形にしていただいたものと思って

おります。

○前屋敷委員 なかなかそこのところが、十分

理解できないのですが、総体として裏金問題の

性質として認定するところ、しないところがあ

ったのでは、なかなか県民のみなさんにはわか
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りづらいのではないかということを思いました

ので、その点も指摘させていただいて質疑とし

ます。

○星原委員長 ほかにありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

以上で質疑は終わりました。

◎ 採 決

○星原委員長 ただいまから採決に入ります。

議案第10号「平成19年度決算の認定につい

て」、お諮りいたします。

先程の質疑において、いろいろな御意見がで

ておりますので、挙手により採決を行いたいと

思います。

決算について、認定することに、賛成の委員

の挙手を求めます。

〔賛成者挙手〕

挙手なし。よって議案第10号は認定しないこ

とと決定しました。

○星原委員長 次に、委員長報告についてであ

ります。

ただいまの各主査の報告に基づきまして、委

員長報告の骨子をお手元の資料のとおり取りま

とめております。委員長報告については、この

骨子をもとに作成したいと思いますが、その取

り扱いにつきましては、正副委員長に御一任い

ただくことで御異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

○星原委員長 御異議がありませんので、その

ように取り計らいます。

なお、各分科会主査の報告については、本会

議の会議録への登載をお願いしたいと思います

ので、御了承願います。

◎ 閉 会

○星原委員長 それでは、以上で委員会を終了い

たします。どうも御苦労さんでした。

午後１時34分閉会


